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(百万円未満切捨て)

1．2024年6月期第1四半期の連結業績（2023年7月1日～2023年9月30日）
(1) 連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に帰

属する四半期利益

四半期包括利益合

計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年6月期第1四半期 9,607 7.8 326 △62.5 284 △65.9 18 △94.8 △113 － 54 △87.0

2023年6月期第1四半期 8,909 △18.2 870 △23.1 835 △20.8 364 △44.4 204 △60.5 419 △33.9

基本的1株当たり

四半期利益

希薄化後1株当たり

四半期利益

円 銭 円 銭

2024年6月期第1四半期 △2.98 △2.98

2023年6月期第1四半期 5.18 5.13

※2023年6月に当社が保有するSiebold Intermediate B.V.の全株式を売却することを決定したため、2023年6月期において、同社及び同社の

子会社の事業を非継続事業に分類しております。これに伴い、2023年6月期第1四半期の売上収益、営業利益及び税引前利益について、非継

続事業を除いた継続事業の金額に組替えております。

(参考)

事業利益 EBITDA

百万円 ％ 百万円 ％

2024年6月期第1四半期 710 △18.4 1,212 △12.0

2023年6月期第1四半期 870 △23.1 1,377 △24.5

　

(2) 連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分

親会社所有者

帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2024年6月期第1四半期 88,395 41,639 37,120 42.0

2023年6月期 94,154 42,330 37,657 40.0
　

　

　

2．配当の状況
年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年6月期 － 10.00 － 11.00 21.00

2024年6月期 －

2024年6月期(予想) 12.00 － 13.00 25.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

　

3．2024年6月期の連結業績予想（2023年7月1日～2024年6月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,000 8.3 5,600 24.5 5,900 58.3 4,000 △52.4 3,200 △57.8 83.78

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　



(参考)

EBITDA

百万円 ％

通期 7,700 11.6

　

※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無

新規 －社（社名） － 、除外 －社（社名） －
　

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① IFRSにより要求される会計方針の変更 ：無

② ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無
　

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 2024年6月期1Ｑ 40,480,500株 2023年6月期 40,480,500株

② 期末自己株式数 2024年6月期1Ｑ 2,285,835株 2023年6月期 2,285,835株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 2024年6月期1Ｑ 38,194,665株 2023年6月期1Ｑ 39,562,665株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（1） 当社グループは、2017年6月期から国際会計基準（以下、「IFRS」という。）を適用しております。

（2） 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異

なる可能性があります。

（3） その他の海外事業セグメントをToluna社へ譲渡した譲渡対価として当社がToluna社の株式の17.4%等を取得していることから、

2023年6月期第4四半期よりToluna社は当社の持分法適用会社となっております。当社グループの事業パフォーマンスを示すため、

2024年6月期第1四半期より営業利益からTolunaにかかる持分法投資損益を除いた金額を事業利益として記載しております。

（4） (3)をふまえて2024年6月期第1四半期より、EBITDA＝事業利益＋減価償却費及び償却費＋固定資産除却損＋減損損失として計算し

ております。

（5） EBITDAはIFRSにより規定された指標ではなく、当社グループが、投資家にとって当社グループの業績を評価するために有用である

と考える財務指標であります。

（6） EBITDAは、当期利益に影響を及ぼす項目の一部を除外しており、分析手段としては重要な制限があることから、IFRSに準拠して表

示された他の指標の代替的指標として考慮されるべきではありません。当社グループにおけるEBITDAは、同業他社の同指標あるい

は類似の指標とは算定方法が異なるために、他社における指標とは比較可能でない場合があり、その結果、有用性が減少する可能

性があります。

　


